
− エネルギーレビュー − 2 0 2 4 - 9

　

乱
立
す
る
炭
素
関
税
、

　
　
国
境
調
整
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
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リ
ン
ク
を
模
索
す
る
と
い
う
が
、
炭
素
関
税

は
、
排
出
量
取
引
制
度
で
の
無
償
割
当
と

い
う
産
業
界
へ
の
補
助
の
停
止
を
伴
い
、
そ

の
交
渉
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

仔
細
は
割
愛
す
る
が
、
豪
州
は
、
成
り

行
き
ケ
ー
ス
（
Ｂ
ａ
Ｕ
）
を
目
標
と
し
、

そ
の
達
成
を
目
指
す
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
制
度
（
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
メ
カ
ニ
ズ
ム
）

し
、
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
の
他
、
重
要
鉱
物
等

の
関
税
を
二
五
％
に
引
き
上
げ
る
よ
う
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
こ
の
五
月
に
指
示
を

出
し
た
。
政
府
補
助
金
等
の
慣
行
を
問
題

視
し
た
も
の
だ
。

以
上
の
貿
易
措
置
の
対
象
製
品
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
製
品
か
ら
、
経
済
安
全

保
障
に
関
わ
る
製
品
と
幅
広
い
。
こ
う
し

た
措
置
の
根
底
に
流
れ
る
の
は
、
競
争
力

の
強
化
や
自
国
第
一
主
義
だ
ろ
う
。
炭
素

関
税
の
諸
制
度
も
乱
立
の
様
相
を
見
せ
、

「
百
花
繚
乱
」
の
勢
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
貿
易
の
機
会
費
用
の
上
昇
ば
か
り
で

な
く
、
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
を
含
む
対
象

製
品
価
格
の
上
昇
を
招
き
、
や
が
て
イ
ン

フ
レ
を
も
た
ら
す
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
先
陣
を
切
っ
た
Ｅ
Ｕ
は
何
を
得

た
の
か
？　
排
出
量
取
引
制
度
な
ど
、
カ
ー

ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
普
及
シ
グ
ナ
ル
を

世
界
に
送
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
、
チ
リ
、

ト
ル
コ
等
で
制
度
設
立
に
向
け
た
検
討
が

進
ん
で
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
は
確

柳　 美樹

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
は
、
輸
入
品
の
炭4

素
関
税

4

4

4

（
炭
素
国
境
調
整
、
略
称
Ｃ
Ｂ
Ａ

Ｍ
）
の
実
施
に
む
け
、
着
実
な
歩
み
を
進

め
て
い
る
。
二
年
後
の
二
〇
二
六
年
か
ら
、

課
金
が
開
始
さ
れ
る
。
実
際
、
Ｅ
Ｕ
の
隣

国
で
あ
る
英
国
、
及
び
、
日
本
と
貿
易
関

係
の
よ
り
強
い
豪
州
が
同
様
の
措
置
を
検

討
し
て
い
る
。

炭
素
関
税
は
、
国
内
で
発
生
す
る
カ
ー

ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
差
額
を
課
金
し
て
、

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
国
内
市
場
に
製
品
を

流
通
さ
せ
る
貿
易
措
置
で
あ
る
。
労
働
党

へ
の
政
権
交
代
を
受
け
脱
炭
素
政
策
が
進

展
す
る
と
み
ら
れ
る
英
国
は
、
高
炭
素
製

品
の
市
場
流
入
を
恐
れ
、
二
〇
二
七
年
に

課
金
を
開
始
す
る
炭
素
関
税
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
排
出
量
取
引
制
度
と
の

301

を
二
〇
二
三
年
に
施
行
し
、
炭
素
関
税
を

検
討
中
だ
。
Ｅ
Ｕ
や
英
国
の
課
金
・
報
告

シ
ス
テ
ム
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
が
、
実
施
の
有
無
を
含
め
て
予
断

で
き
な
い
。

ま
た
、
米
国
で
は
炭
素
関
税
へ
の
超
党

派
の
理
解
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、

一
九
七
四
年
通
商
法

条
に
基
づ
き
、
中

国
産
電
気
自
動
車
の
関
税
を
一
〇
〇
％
に

か
に
成
功
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
脱

炭
素
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
政
策
は

多
様
で
あ
っ
て
よ
い
性
質
の
も
の
で
あ
り
、

政
策
制
限
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

か
つ
て
米
国
の
大
気
浄
化
法
の
改
正
、

マ
ス
キ
ー
法
な
ど
を
念
頭
に
、
環
境
政
策

の
強
化
に
よ
っ
て
技
術
開
発
が
な
さ
れ
、

新
市
場
を
育
て
ら
れ
る
と
い
う
経
験
や
自

負
が
先
進
国
に
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

は
、
同
程
度
の
新
興
国
製
品
が
容
易
に
市

場
流
入
す
る
。
ま
た
国
際
的
な
競
争
ル
ー

ル
が
浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う
危
機
感
（
炭

素
関
税
の
場
合
、
温
暖
化
目
標
が
不
十
分

と
す
る
も
の
）
か
ら
、
貿
易
措
置
に
踏
み

切
る
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
自
国
産
業
の
空
洞
化
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
問
題
意
識
は
根
強
い
。
労
働

党
が
躍
進
し
た
英
国
で
は
、
高
炉
メ
ー
カ
ー

に
、
閉
鎖
を
避
け
る
多
額
の
補
助
金
を
提

示
し
て
い
る
と
い
う
。
環
境
製
品
の
競
争

力
を
底
上
げ
す
る
と
い
う
表
向
き
の
美
辞

麗
句
の
裏
に
あ
る
の
は
、
地
元
の
雇
用
を

如
何
に
守
る
の
か
と
い
う
、
よ
り
切
実
な

問
題
だ
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
炭
素
関
税
・
国

境
調
整
措
置
は
百
花
繚
乱
と
な
る
の
だ
ろ

う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
国
内
市
場
を
守
る

た
め
の
防
御
壁
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
も

し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
す
れ
ば
関
税

措
置
の
嵐
が
吹
く
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

今
年
は
、
議
会
選
挙
で
右
派
が
伸
長
し
た

Ｅ
Ｕ
で
輸
出
品
へ
の
炭
素
税
還
付
の
検
討

も
実
施
さ
れ
、
補
助
金
協
定
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
世
界
貿
易
機
関
）
協
定
の
抵
触
も
懸
念

さ
れ
る
。

各
国
が
強
か
に
ふ
る
ま
う
な
か
、「
日
本

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
自
国
市
場
を

如
何
に
守
り
育
て
て
い
く
べ
き
か
」、「
将

来
い
か
に
飯
を
食
っ
て
い
く
の
か
」
が
問

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
な
ら
な
い
。
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